
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

活
か
さ
れ
て
い
な
い

山
下
市
長
は
12
月
定
例
会

へ
、
１
億
８
４
８
１
万
円
の

一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第

10
号
）
を
提
案
。
コ
ロ
ナ
禍

対
策
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
も

の
の
、
現
庁
舎
か
ら
新
庁
舎

へ
の
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
の

移
転
費
用
３
８
８
９
万
円
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
予
算
案
に
日
本
共
産

党
江
津
市
議
団
の
多
田
伸
治

市
議
は
「
防
災
対
策
の
は
ず

の
新
庁
舎
が
、
現
庁
舎
よ
り

も
海
岸
線
に
近
い
低
地
に
立

地
し
、
津
波
被
害
を
想
定
し

て
い
な
い
」
と
改
め
て
指
摘
。

現
状
よ
り
危
険
な
場
所
へ
の

防
災
機
能
の
移
転
は
、
市
民

や
市
職
員
を
危
険
に
さ
ら
す

と
警
告
し
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
か
ら
、
将
来
世
代
へ

の
責
任
と
し
て
、
移
転
費
用

を
予
算
案
か
ら
除
外
す
べ
き

と
討
論
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

無
駄
遣
い
の

公
共
事
業
を
中
止
せ
よ

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
で
は
、
管
渠
（
下
水
道
の

本
管
）
整
備
の
工
事
の
遅
れ

か
ら
、
予
算
の
来
年
度
へ
の

繰
り
越
し
を
定
め
る
補
正
予

算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
昨
年
の
３
月

定
例
会
で
、
こ
の
整
備
に

「
下
水
道
へ
の
接
続
率
向
上

が
見
通
せ
な
い
の
に
、
３
億

５
０
０
０
万
円
も
税
金
を
無

駄
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
」
と

反
対
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

繰
り
越
し
で
は
な
く
早
々
に

打
ち
切
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

環
境
対
策
と
し
て
必
要
な
汚

水
処
理
は
、
江
津
市
の
身
の

丈
に
あ
っ
た
合
併
浄
化
槽
の

普
及
で
対
応
で
き
る
こ
と
を

指
摘
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

こ
れ
ら
二
つ
の
予
算
案
の

採
決
は
、
党
市
議
団
を
除
く

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
市
長
が
提

案
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算

案
（
第
11
号
、
ひ
と
り
親
世

帯
へ
の
臨
時
給
付
金
）
と
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
の
補
正
予
算
案
は
全
員
が

賛
成
し
ま
し
た
。

被
爆
者
と
市
民
の
声
に

よ
り
実
現
し
た
条
約

２
０
１
７
年
、
広
島
・
長

崎
の
被
爆
者
や
世
界
の
市
民

運
動
の
声
に
よ
り
、
国
連
で

核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
条
約
は
核
兵
器

の
開
発
・
実
験
・
生
産
・
保

有
・
使
用
・
威
嚇
を
禁
止
し
、

核
廃
絶
へ
の
道
筋
も
示
し
て

い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
批
准

国
が
50
カ
国
を
超
え
、
１
月

22
日
に
発
効
し
ま
す
が
、
核

保
有
国
は
反
対
で
、
日
本
も

署
名
・
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
新
日
本
婦
人

の
会
江
津
支
部
が
、
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ
提

出
す
る
よ
う
陳
情
し
ま
し
た
。

核
抑
止
力
で
は
な
く

核
廃
絶
に
よ
る
安
全
を

党
市
議
団
の
森
川
よ
し
ひ

で
市
議
は
賛
成
討
論
を
行
い
、

批
准
国
が
「
核
抑
止
力
に
よ

る
安
全
」
で
は
な
く
「
核
廃

絶
に
よ
る
安
全
」
を
選
ん
だ

こ
と
、
国
内
の
世
論
調
査
も

「
批
准
す
べ
き
」
が
７
割
超

で
、
12
月
15
日
時
点
で
５
０

１
の
地
方
議
会
が
批
准
を
求

め
て
い
る
こ
と
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
と
し
て
被
爆
者
と

国
民
の
声
に
応
え
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

非
核
平
和
宣
言
都
市
で

核
抑
止
力
に
固
執

一
方
、
政
友
ク
ラ
ブ
の
田

中
直
文
市
議
は
、
条
約
に
よ

り
安
全
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
危
険
性
が
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
の
も

と
に
あ
る
日
本
と
し
て
は
、

核
抑
止
力
に
よ
り
核
廃
絶
へ

向
か
う
べ
き
と
反
対
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
と

な
り
陳
情
は
採
択
さ
れ
ま
し

た
が
、
「
全
員
賛
成
で
な
け

れ
ば
意
見
書
は
提
出
し
な
い
」

と
の
江
津
市
議
会
の
取
り
決

め
に
よ
り
、
意
見
書
は
提
出

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

核
兵
器
の
存
在
を
前
提
と

す
る
核
抑
止
力
に
固
執
す
れ

ば
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
核

兵
器
は
な
く
せ
ま
せ
ん
。
非

核
平
和
都
市
を
宣
言
し
て
い

る
市
議
会
と
し
て
、
見
識
が

問
わ
れ
ま
す
。
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２０２１年１月１０日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

江
津
市
議
会
12
月
定
例
会

補
正
予
算
案
の
審
査
結
果

12
月
18
日
、
江
津
市
議
会
12
月
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
行
わ
れ
た
予
算
案
の
採
決
の
う
ち
、
主
な
も
の
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
３
月
で

山
下
市
長
は
２
０
２
１
年

３
月
で
谷
住
郷
保
育
所
を
閉

所
す
る
条
例
案
も
提
案
。
子

育
て
支
援
課
は
「
さ
く
ら
え

保
育
園
が
あ
り
、
廃
止
に
よ

る
影
響
は
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
策
定
中
の
『
江
津

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』
で
も
、
地
域
の
利
便
性

向
上
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
子

育
て
に
関
わ
る
施
設
の
廃
止

は
、
市
の
計
画
に
逆
行
し
ま

す
。討

論
で
党
市
議
団
の
森
川

よ
し
ひ
で
市
議
が
、
谷
住
郷

保
育
所
の
存
続
が
桜
江
町
の

ま
ち
づ
く
り
や
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
て
い
る
市
民

を
支
え
、
江
津
市
の
各
種
計

画
で
目
標
と
さ
れ
る
「
住
み

や
す
さ
」
「
利
便
性
の
向
上
」

に
寄
与
す
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ

禍
や
災
害
時
に
保
育
所
の
複

数
分
散
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

こ
と
を
挙
げ
、
条
例
案
に
反

対
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
党
市
議
団
を
除

く
全
員
が
条
例
案
に
賛
成
し
、

谷
住
郷
保
育
所
の
廃
止
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
反
対

谷
住
郷
保
育
所
の
廃
止
が
決
定

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
求
め
る
意
見
書

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
る
も

国
へ
の
提
出
は
で
き
ず

陳情への賛否

会派 氏名 賛否

日本共産党

江津市議団

多田伸治 〇
森川よしひで 〇

市民クラブ
植田好雄 〇
森川和英 〇

政友クラブ

山根兼三郎 ×
藤間義明 〇
森脇悦朗 議長

石橋孝義 ×
田中直文 ×

新政クラブ

坂手洋介 〇
鍛治恵巳子 〇
田中利德 〇
河野正行 〇
藤田厚 〇
永岡静馬 〇

〇：賛成 ×：反対



剰
余
金
が

13
年
間
で
約
４
倍
に

森
川

水
道
事
業
の
決
算
に
よ

れ
ば
純
益
が
増
加
し
て
お
り
、

未
処
分
利
益
剰
余
金
が
06
年
の

１
億
57
万
円
か
ら
19
年
に
は
約

４
倍
の
４
億
２
０
８
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
要
因
は
、
江
津

市
の
水
道
事
業
で
の
経
営
努
力

と
、
島
根
県
企
業
局
か
ら
買
っ

て
い
る
水
の
金
額
（
受
水
費
）

が
、
06
年
と
19
年
の
比
較
で
約

９
０
０
０
万
円
低
下
し
て
い
る

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業
局

と
の
受
水
契
約
の
状
況
は
。

水
道
課
長

企
業
局
へ
の
受
水

費
は
、
資
本
費
と
運
転
管
理
費

か
ら
計
算
さ
れ
る
。
資
本
費
分

で
は
、
給
水
を
受
け
る
江
津
市

と
大
田
市
で
分
担
し
、
給
水
施

設
の
能
力
か
ら
江
津
市
が
１
日

あ
た
り
１
万
７
５
０
０
㎥
分

（
約
65
％
）
を
負
担
。
運
転
管

理
費
分
で
は
、
実
際
に
給
水
さ

れ
る
水
の
う
ち
、
１
日
平
均
６

０
０
０
㎥
分
を
負
担
。
10
年
度

か
ら
の
10
年
間
で
行
わ
れ
た

「
料
金
平
準
化
措
置
」
の
終
了

に
よ
り
、
受
水
費
が
改
定
さ
れ

た
こ
と
で
、
20
年
度
で
の
県
へ

の
支
払
い
は
１
億
７
７
８
５
万

円
で
、
前
年
比
で
４
６
２
４
万

円
減
と
な
っ
て
い
る
。

森
川

今
後
、
そ
の
金
額
は
ど

の
よ
う
に
推
移
す
る
か
。

水
道
課
長

経
年
に
よ
り
企
業

局
の
水
道
供
給
施
設
の
価
値
が

下
が
る
た
め
資
本
費
分
は
減
る

が
、
逆
に
修
繕
費
が
増
加
す
る

た
め
運
転
管
理
費
は
増
え
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

財
政
的
な
状
況
判
断
も
必
要

で
す
が
、
企
業
局
へ
の
受
水
費

が
下
が
っ
た
な
ら
、
わ
ず
か
で

も
水
道
料
金
に
反
映
さ
せ
、
市

民
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
態
に
見
合
っ
た

基
本
料
金
に

森
川

１
カ
月
の
使
用
水
量
7

㎥
が
水
道
の
基
本
料
金
と
な
っ

て
い
る
が
、
高
齢
世
帯
や
単
身

世
帯
は
使
い
切
れ
な
い
。
月
７

㎥
以
下
の
世
帯
と
そ
の
世
帯
の

実
際
の
使
用
水
量
は
。

水
道
課
長

月
７
㎥
以
下
の
世

帯
は
約
４
０
０
０
戸
で
、
給
水

戸
数
の
約
４
割
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
世
帯
で
の
平
均
使
用
水
量

は
１
カ
月
約
３
㎥
。

森
川

平
均
が
３
㎥

な
ら
、
基
本
料
金
に

達
し
て
い
な
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
そ

の
点
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

水
道
課
長

「
４
㎥

余
っ
て
い
る
」
と
思

わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

使
用
水
量
ゼ
ロ
の
世

帯
も
含
め
て
の
平
均

で
あ
り
、
実
際
の
余

り
は
も
っ
と
少
な
い
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省

の
定
め
る
１
人
１
日

平
均
給
水
量
の
基
準

が
０
・
２
㎥
で
、
こ
れ
を
１
カ

月
で
計
算
す
る
と
６
～
６
・
２

㎥
と
な
る
。
そ
れ
を
上
回
る
７

㎥
を
基
本
設
定
と
し
て
い
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

水
道
料
金
を
下
げ
な
い
ま
で

も
、
実
態
に
沿
っ
た
料
金
設
定

と
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
負
担

を
軽
減
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
下
限
を
現
在
の
７
㎥
か
ら

１
㎥
毎
に
算
出
す
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
「
使
っ
て
い
な
い
水
の

料
金
を
払
う
」
と
い
う
負
担
感

は
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
的
確
な
料
金
設

定
も
含
め
、
「
高
過
ぎ
る
」
と

言
わ
れ
る
江
津
市
の
水
道
料
金

を
値
下
げ
す
る
努
力
が
、
水
道

行
政
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

第2432号 ご う つ 民 報 （２）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
米
需
要
が
減
り
、
米
価
が

大
暴
落
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

菅
首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
は
、

米
価
暴
落
の
「
べ
」
の
字
も
な

し
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
農
家
を

守
る
た
め
の
「
聖
域
」
も
「
前

例
踏
襲
」
も
許
さ
ず
、
「
自
助
」

と
い
う
名
の
「
自
己
責
任
」
の

押
し
付
け
で
「
活
力
あ
る
地
方

を
創
る
」
と
い
う
決
ま
り
文
句

を
並
べ
る
だ
け
で
す
。
い
ま
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
こ
の
ま

ま
で
は
米
作
り
は
続
け
ら
れ
な

く
な
る
」
と
い
う
切
迫
し
た
声

に
応
え
て
、
米
危
機
を
打
開
す

る
こ
と
で
す
が
、
菅
政
権
が
や
っ

て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
全
く
逆

行
す
る
米
つ
ぶ
し
政
治
で
す
。

そ
の
第
一
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
米
需
要
減
少
に
よ
っ
て
過

剰
在
庫
に
な
る
。
だ
か
ら
史
上

最
悪
の
減
反
を
受
け
入
れ
ろ
」

と
い
う
政
策
で
す
。
し
か
し
、

最
も
「
過
剰
」
な
の
は
外
米

（
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
）

で
す
。
外
米
の
う
ち
、
主
食
用

に
輸
入
さ
れ
る
米
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
）

は
、
今
年
に
入
っ
て
ほ
ぼ
輸
入

ゼ
ロ
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
農
水
省
の
「
米
需
給

基
本
指
針
」
で
は
、
来
年
、
史

上
最
大
級
の
減
反
上
積
み
を
強

要
し
、
外
米
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
通
り
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
77
万
ト
ン
、
う
ち
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米

10
万
ト
ン
を
輸
入
す
る
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
要
ら
な
い
外

米
に
は
手
を
付
け
ず
、
も
っ
ぱ

ら
国
内
の
減
反
に
ツ
ケ
を
回
し

て
自
己
責
任
を
押
し
付
け
る
。

最
悪
の
〝
外
米
フ
ァ
ー
ス
ト
政

治
〟
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
異
常
ぶ
り
は
、
バ
タ
ー

な
ど
の
乳
製
品
と
比
べ
れ
ば
明

ら
か
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要

が
減
り
、
在
庫
が
積
み
あ
が
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
米
と

乳
製
品
の
需
要
は
全
く
同
じ
状

況
で
す
が
、
政
府
は
乳
製
品
の

輸
入
割
当
額
を
大
幅
に
減
ら
し

て
い
ま
す
。
乳
製
品
で
は
で
き

る
こ
と
を
、
な
ぜ
米
で
は
や
ら

な
い
の
か
！

菅
政
権
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
需
要
減
少
に
も
関
わ
ら
ず
、

緊
急
買
い
入
れ
な
ど
の
需
給
調

整
に
乗
り
出
す
そ
ぶ
り
も
見
せ

ず
、
生
産
者
に
減
反
強
化
の

「
自
己
責
任
」
を
押
し
付
け
る

ば
か
り
で
す
。
こ
れ
が
米
価
暴

落
の
元
凶
で
す
。
「
米
は
国
家

貿
易
品
目
だ
か
ら
輸
入
せ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
い
う
言
い
訳
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
外
米
輸
入
を

「
聖
域
」
だ
と
諦
め
ず
、
い
ま

こ
そ
声
を
大
き
く
上
げ
る
と
き

で
す
。

農
業
委
員

深
野
政
勝

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

輸

入

米

を

削

減

し

ろ

６
日

５
日

５
日

４
日

３
日

２
日

１
日

31
日

30
日

30
日

28
日

26
日

26
日

24
日

松

野

初

治

都

志

見

き

み

ゑ

宮

内

小

夜

子

平

島

惠

美

子

川

村

惠

子

野

村

久

美

子

林

秋

惠

利

國

恒

雄

山

根

昭

子

佐

々

木

秀

孝

笠

井

桂

司

服

部

孝

夫

山

加

清

江

大

石

一

子

（
84
）

（
91
）

（
81
）

（
77
）

（
84
）

（
76
）

（
71
）

（
85
）

（
85
）

（
84
）

（
79
）

（
94
）

（
79
）

（
98
）

桜

江

町

江

尾

嘉

久

志

町

和

木

町

渡

津

町

都

野

津

町

江

津

町

二

宮

町

桜

江

町

田

津

桜

江

町

市

山

松

川

町

後

地

町

桜

江

町

八

戸

黒

松

町

桜
江
町
谷
住
郷

森
川

県
企
業
局
へ
の
受
水
費
の
状
況
は

答
弁

２
０
２
０
年
度
は
前
年
比
で
４
６
２
４
万
円
の
減

12
月
10
日
、
江
津
市
議
会
の
一
般
質
問
で
日
本
共
産
党

江
津
市
議
団
の
森
川
よ
し
ひ
で
市
議
が
、
「
上
水
道
事
業
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

森
川

使
用
料
の
下
限
月
７
㎥
は
使
い
切
れ
な
い
水
量
で
は

答
弁

1
人
１
日
平
均
給
水
量
の
基
準
０
・
２
㎥
を
も
と
に
計
算


